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1 CMK CORPORATION

平成28年3月期上期の業績について
　当第2四半期連結累計期間における世界経済は、米国
では個人消費や雇用情勢の改善が着実に進み緩やかな
景気拡大を続けているものの、一部では鈍化の動きが
見られ、欧州では外需低迷による輸出減少など景気の
持ち直しに不透明感が残りました。また、中国では
景気減速が鮮明となって世界経済に影を落とすことと
なり、貿易関係が深い東南アジアへの懸念も高まり
ました。
　国内経済は、世界経済の減速懸念や生産の停滞により
業況感が悪化するなど、回復基調にあった景気は再び
踊り場を迎えています。
　このような経済環境のなか、当社グループの市場別
販売状況は、好調な北米市場向けを中心に自動車関連
製品の販売が増加したほか、通信、アミューズメント
向けの売上が増加しました。これらの結果、当第2四半期
連結累計期間における売上高は359億49百万円、前年
同四半期比5億52百万円（1.6％）の増収となりました。
　利益面につきましては、日本および中国において収益
が悪化し、営業損益は5億2百万円の損失（前年同四
半期は1億78百万円の営業利益）、経常損益は為替差

損等の影響により、14億25百万円の損失（前年同四
半期は4億9百万円の経常利益）となりました。
　親会社株主に帰属する四半期純損益は、業績改善に
向けた国内生産拠点の集約および希望退職者の募集
を実施することに伴い、固定資産の減損損失41億28
百万円および事業構造再編費用28億33百万円を特別
損失として計上しました結果、84億85百万円の損失

（前年同四半期は71百万円の親会社株主に帰属する四半
期純利益）となりました。

第56期
（第2四半期）

第55期
（第2四半期）

売上高 35,949 35,396
営業利益又は営業損失（△） △502 178
経常利益又は経常損失（△） △1,425 409
親会社株主に帰属する
四半期純利益又は四半期純損失（△） △8,485 71

1株当たり四半期純利益又は
四半期純損失（△）（単位：円） △143.34 1.21

連結財務ハイライト	 （単位：百万円）

ごあいさつ

　株主のみなさまには、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げ
ます。
　ここに、第56期の中間期（平成27年4月1日から平成27年9月30日まで）におけ
る概況をご報告申し上げます。

代表取締役社長
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2CMK CORPORATION

経営合理化策について
　当社の主力製品であるプリント配線板は、自動車の
電装化進展などによりグローバルでの需要は伸長して
いるものの、顧客の海外生産シフトに伴い、国内需要は
年々減少傾向にあります。また、海外競合先との価格
競争も激化し、円安が進行した現在においても厳しい
経営環境は変わらず、今後も継続するものと思われます。
　このような状況の下、当社は国内需要の減少に合わせ
て、生産拠点の集約および人員削減を段階的に実行し、
固定費の削減を進めてまいりました。しかしながら、国
内体制のスリム化は不十分な状況であり、当上期におい
て営業損失を計上する結果となったことから、中期経営
計画で予定しておりました国内体制のスリム化につい
て、前倒し実行が必要不可欠と判断し、次の経営合理化
策を実施することといたしました。

（１）国内生産拠点の集約
　平成28年9月末日を目処に群馬県内の「Gステイ
ション工場」および「KIBANセンター工場」での生産
を停止いたします。生産品については、順次当社グルー
プ内の他工場へ移管し、国内生産拠点の集約を進めて
まいります。

（２）希望退職者の募集
　平成27年12月31日を退職日とする希望退職（247
名）を実施いたします。

　この経営合理化策を着実に実行し、人件費や経費
などの固定費の削減、生産性の向上、人員体制の効
率化に早期に繋げることで、平成28年3月期通期連
結営業利益の黒字化を実現し、業績と信頼の回復に
努めてまいります。

中期経営計画について
　当社は、平成27年5月25日発表の中期経営計画のと
おり「経営基盤の盤石化から成長路線へ」「車載基板市

場での競争優位確立」を中期経営方針として、販売面
では車載・通信デバイス市場ならびに海外での売上拡
大、生産・管理面では生産力の強化、コスト対応力の
強化、品質力の強化を進めております。
　施策の進捗状況といたしましては、販売面について
は、自動車に搭載される安全装置の普及によりミリ波
レーダーや車載カメラなどのADAS（先進運転支援シ
ステム）関連市場が拡大を続けており、顧客へのサー
ビス・サポート体制を強化することで受注の拡大を図
っております。生産・管理面については、前述の経営
合理化策実施によりコスト対応力を強化していくこと
に加え、製造・検査工程のさらなる自動化を始めとす
る投資を順次実施し、生産力ならびに品質力の強化を
進めております。
　これらの施策を推し進めることによりグローバルで
の競争力を強化し、車載基板市場でのグローバルリー
ディングメーカーとしての地位を盤石なものにしてま
いります。

配当金について
　当社グループは株主のみなさまへの利益還元につき
まして、業容の拡大、競争力の維持・強化のための
内部留保の充実を図りつつ、安定的な配当を実施させて
いただくことを基本方針としております。当期の中間
配当につきましては、当第2四半期連結累計期間の業
績が損失を計上する状況であることから、誠に遺憾
ではございますが、見送らせていただくことを決定い
たしました。株主のみなさまには、このような決定に至
りましたことを深くお詫び申し上げます。

　当社グループは前述の経営合理化策を完遂し、中期
経営計画の達成に向けて全力で取り組むことにより、
安定的な収益の確保とさらなる企業価値の向上に努め
てまいります。株主のみなさまにおかれましては、何卒、 
ご理解とより一層のご支援を賜りますようお願い申し
上げます。

平成27年12月

Interview with the President
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3 CMK CORPORATION

自動車搭載用機器

デジタルカメラ

3.4％

アミューズメント

3.7％

その他

第56期第2四半期第55期第2四半期

20.6％

66.3％

通信機器

4.5％

AV機器

1.5％
自動車搭載用機器

66.7％

AV機器

2.1％

アミューズメント

3.1％

デジタルカメラ

3.7％

その他

20.6％

通信機器

3.8％

●用途別売上高情報

80,000

60,000

40,000

20,000

0

（百万円）

日本
中国
東南アジア
欧米

ビルドアップ基板
多層プリント配線板
両面プリント配線板
その他

10,36610,366

35,94935,949

13,78513,785

6,9716,971

第56期
第2四半期

80,000

60,000

40,000

20,000

0

（百万円）

第56期
第2四半期

4,8274,827

9,9779,977

35,39635,396

13,29513,295

7,5357,535

第55期

4,5884,588

9,4529,452

34,65834,658

13,31613,316

7,9897,989

3,9013,901

21,29321,293

35,94935,949

7,2727,272

4,7114,711
2,6712,671

第55期

21,94121,941

35,39635,396

6,7026,702

4,4374,437
2,3142,314

22,00022,000

34,65834,658

6,3646,364

4,3014,301
1,9921,992

第54期
第2四半期 期末

19,60819,608

71,03171,031

27,31627,316

15,98715,987

8,1208,120

22,03222,032

73,73073,730

27,02327,023

15,37115,371

9,3049,304

第54期
第2四半期 期末

44,00244,002

71,03171,031

14,25314,253

8,7728,772

4,0034,003

44,57344,573

73,73073,730

15,22715,227

9,0079,007

4,9214,921

第2四半期 期末 第2四半期 期末

●品目別売上高情報 ●所在地別売上高情報

Sales Information （Consolidated）売上高情報（連結）
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4CMK CORPORATION

実装ビジネス スタート
CMKグループでは、プリント配線板専業メーカー

として培ってきた経験とノウハウを活かし、プリント 
配線板の設計、製造から実装までをトータルサポート
するPCBA（PCB Assembly services） ビジネスをス
タートいたしました。

2015年6月のJPCAショーに初出展し、多数の
引き合いをいただいており、さらなる売上の拡大に
努めてまいります。

特徴
◦プリント配線板の設計・製造から部品実装までお客様の

ご要望に応じたトータルサポート
◦短納期実装から量産実装まで幅広く対応
◦お客様からの支給部品だけでなく、部品調達から保管

管理も対応

TWI-JI（仕事の教え方）研修
CMKグループでは、「どこで生産しても同じ品質」を目指して、

国内外の管理監督者層を対象にTWI-JI研修を実施しております。
TWIとは、Training Within Industryの略で“監督者訓練”のこと

を指し、JIはJob Instructionで“仕事の教え方”を意味しており、
仕事を正確に、迅速に、安全にできるような指導の仕方を習得する
ものです。

今期は海外2事業所（中国、タイランド）にて研修を開催し、国内外
における製品品質の標準化を推進しております。

（旗利得電子（東莞）有限公司）

2015CSR報告書の発行
CMKグ ル ー プ で は、

事業を通じ広く社会に貢
献する企業であり続ける
ことを目指し、その活動
をCSR報告書として取り
まとめ毎年開示していま
す。

今年度は特に海外事業
所の活動を多く掲載して
いる他、省エネ活動、社
内教育、会社を挙げての
健康増進活動、社会貢献活動など多岐にわたる取り
組みを紹介しています。

なお、CSR報告書は当社ホームページ(http://
www.cmk-corp.com/csr/report/)に公開して 
いますので、ぜひご覧ください。アンケートを 
通じてのご意見ご感想もお待ちしております。（CMKタイランド）

PCBA（PCB Assembly services）

プリント配線板

実装完成品

実装メーカー

部品実装
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5 CMK CORPORATION

連結貸借対照表	 （単位：百万円） 連結損益計算書	 （単位：百万円）

 
当第2四半期
連結会計期間

平成27年9月30日現在

前期
平成27年3月31日現在

資産の部

流動資産 49,489 50,201

固定資産 43,394 48,959

有形固定資産 35,691 41,096

無形固定資産 676 748

投資その他の資産 7,026 7,115

繰延資産 27 13

資産合計 92,911 99,175

負債の部

流動負債 31,404 32,463

固定負債 9,448 7,060

負債合計 40,852 39,523

純資産の部

株主資本 43,059 51,841

資本金 22,306 22,306

資本剰余金 22,063 22,063

利益剰余金 1,821 10,603

自己株式 △3,132 △3,132

その他の包括利益累計額 5,243 4,088

非支配株主持分 3,755 3,721

純資産合計 52,059 59,651

負債・純資産合計 92,911 99,175

当第2四半期
連結累計期間

平成27年4月1日から
平成27年9月30日まで

前第2四半期
連結累計期間

平成26年4月1日から
平成26年9月30日まで

売上高 35,949 35,396

売上原価 32,490 31,468

売上総利益 3,459 3,928

販売費及び一般管理費 3,961 3,750

営業利益又は営業損失（△） △502 178

営業外収益 382 622

営業外費用 1,304 390

経常利益又は経常損失（△） △1,425 409

特別利益 71 9

特別損失 7,145 96

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失(△) △8,500 322

法人税等 27 168

四半期純利益又は四半期純損失(△) △8,528 154

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △42 83

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △8,485 71

連結キャッシュ・フロー計算書	 （単位：百万円）

当第2四半期
連結累計期間

平成27年4月1日から
平成27年9月30日まで

前第2四半期
連結累計期間

平成26年4月1日から
平成26年9月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,318 1,085

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,315 △2,112

財務活動によるキャッシュ・フロー △123 △2,924

現金及び現金同等物に係る換算差額 59 △508

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,939 △4,459

現金及び現金同等物の期首残高 17,164 20,919

現金及び現金同等物の四半期末残高 19,104 16,459

Consolidated Financial Statements連結財務諸表

さらに詳しい情報は、当社ホームページに掲載しております。 日本シイエムケイ IR 検索 http://www.cmk-corp.com/ir/

010_0622701602712.indd   5 2015/11/20   18:48:56



6CMK CORPORATION

商 号 日本シイエムケイ株式会社
（証券コード6958  日本CMK）

設 立 昭和36年2月25日
資 本 金 223億620万3,140円
本社所在地 東京都新宿区西新宿六丁目5番1号
従 業 員 数 1,529名（CMKグループ 4,493名）

役　　　員

主要な連結子会社

発行可能株式総数 227,922,000株
発 行 済 株 式 総 数 63,060,164株
株 主 数 7,543名
単 元 株 式 数 100株
大株主（上位10名）

所有者別 株式分布状況
【合計 63,060,164株】個人 その他

22,895千株（36.3%）
金融機関
19,011千株（30.2%）

証券会社
1,561千株（2.5%） 外国法人等

3,434千株（5.4%） その他国内法人
16,158千株（25.6%）

国	内
● シイエムケイ・プロダクツ株式会社 ● シイエムケイファイナンス株式会社

海	外
● CMK ASIA （PTE.） LTD. ● CMK CORPORATION （THAILAND） CO.,LTD.
● 新昇電子（香港）有限公司 ● 新昇電子貿易（深圳）有限公司
● 旗利得電子（東莞）有限公司 ● 希門凱電子（無錫）有限公司
● CMK EUROPE N.V. ● CMK AMERICA CORPORATION

株　主　名
当社への出資状況
持株数
（千株）

出資比率
（％）

中 山 　 登 4,982 7.9
フ リ ー ジ ア ・ マ ク ロ ス 株 式 会 社 3,738 5.9
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 2,576 4.1
一般財団法人電子回路基板技術振興財団 2,500 4.0
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,128 3.4
第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 1,895 3.0
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,774 2.8
みずほ信託銀行株式会社退職給付信託東京都民銀行口
再信託受託者資産管理サービス信託銀行株式会社 1,745 2.8

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,613 2.6
みずほ信託銀行株式会社退職給付信託日立化成口
再信託受託者資産管理サービス信託銀行株式会社 1,457 2.3

（平成27年9月30日現在） （平成27年9月30日現在）

（注） 当社は、自己株式3,860千株（出資比率6.1％）を保有しておりますが、上記の
大株主からは除いております。

Stock Information会社概要 Corporate Data 株式情報

取締役および監査役
代 表 取 締 役 社 長 
執 行 役 員 会 議 長 高 井 建 郎
取 締 役
副 社 長 執 行 役 員 中 山 高 広
取 締 役 
常 務 執 行 役 員 黒 沢 　 明
取 締 役
常 務 執 行 役 員 柴 田 栄 造
取 締 役 執 行 役 員 中 山 明 治
取 締 役 執 行 役 員 花 岡 仁 志
取 締 役 執 行 役 員 漆 山 健 一
取 締 役 右 京 　 強
常 勤 監 査 役 石 井 　 裕
監 査 役 市 川 茂 夫
監 査 役 原 口 文 雄

執行役員
執 行 役 員 大 澤 　 功
執 行 役 員 小 笠 原 　 敬
執 行 役 員 河 島 正 紀
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〒163-1388　東京都新宿区西新宿六丁目5番1号
新宿アイランドタワー43F
電話　03-5323-0231（大代表）

当社ホームページのご案内
企業情報や製品情報を掲載しております。
http ://www.cmk-corp .com

単元未満株式の買増・買取制度のご案内
　当社の単元株式数は100株となっておりますので、単元未満株式（100
株未満の株式）については市場で売買することができません。
　当社では「単元未満株式買増制度」および「単元未満株式買取制度」を設
けておりますのでご案内申し上げます。

買増制度 株主様がご所有の単元未満株式と合わせて1単元（100株）とな
るように、当社に対して時価で単元未満株式の売り渡しを請求
いただける制度です。

買取制度 株主様がご所有の単元未満株式を、当社に対して時価で売却す
ることができる制度です。

具 体 例 株主様が160株をご所有の場合

※当社では、単元未満株式の買増・買取手数料を無料としております。ただし、特別口座以外の
口座管理機関（証券会社）でお取引された場合、取次手数料が発生する場合がありますので、
詳細はお取引のある証券会社にご確認ください。

 お手続きなどの詳細につきましては

［証券会社に口座を開設されている株主様］
口座を開設されている証券会社にお問合せください。
［証券会社に口座を開設されていない株主様（特別口座の株主様）］
日本証券代行株式会社　代理人部
電話　0120-707-843（フリーダイヤル）にお問合せください。

買取制度ご利用

買増制度ご利用
40株買増

60株当社が買取

200株（2単元）

100株（1単元）
160株

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月
基 準 日 定時株主総会　毎年３月31日

期 末 配 当　毎年３月31日
中 間 配 当　毎年９月30日

公 告 方 法 電子公告により行います。
ただし、事故その他やむを得ない事由により電子公告を
することができない場合は、日本経済新聞に掲載し公告
します。
公告掲載の当社ホームページアドレス
http://www.cmk-corp.com

株主名簿管理人

同 連 絡 先

東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社
〒168-8507
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-288-324（フリーダイヤル）

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号
日本証券代行株式会社
〒168-8620
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
日本証券代行株式会社　代理人部
電話 0120-707-843（フリーダイヤル）

各種手続のお申出先
●未払配当金のお支払いについては、株主名簿管理人（みずほ信託

銀行）にお申出ください。
●住所変更、単元未満株式の買取・買増、配当金受取方法の指定等に

ついて
　◦証券会社をご利用の株主様は、お取引の証券会社へお申出く

ださい。
　◦証券会社をご利用でない株主様は、特別口座の口座管理機関

（日本証券代行）へお申出ください。

特別口座でのお手続用紙のご請求は
インターネットでも受付けいたしております。

ホームページアドレス
http://www.jsa-hp.co.jp/name/index.html

（一部の用紙は、お手持ちのプリンターで印刷できます。）

■ 株主メモ Stockholder's Memo
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